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インプラン トは矯正治療の固定源に用いるアン
カーインプラントや顎矯正手術における牽引,術
後の顎間固定にも応用 され,健 全歯や根未完成歯
に近接 した部位にも用いられるようになった。 し
か し,イ ンプラン トが根未完成歯に接触 した場合
に歯の萌出や顎骨への影響については不明な点が
多い。そこで本研究ではラッ ト下顎骨および下顎
切歯に着目し,下顎骨から切歯歯根に達するよう
インプラン トを埋入 させた後の切歯萌出および顎
骨形態への影響 を検索することを目的に実験的研
究を行った。
実験動物 には生後12週のWistar系ラ ットを用
い,右 側下顎骨下縁の切歯歯頸部から5mmの 位
置 に,truTACK　Pilot　Burを用 い,切 歯歯根 ま
で到達するよう下顎下縁に垂直に ドリリングし,
チタン製bone　tackインフ゜ラントを埋入 した。検
索は,ま ず切歯萌出量 を検索す るためにインプラ
ン ト埋入 とともに切歯のエナメル質表面にマーキ
ングを施 し,翌 日よ り14日間,24時間ごとに対
照側 と実験側の切歯萌出量を測定 した。実験後,
下 顎骨 を摘 出 し,下 顎骨側面 の垂直方 向 か ら
SOFT　X－RAYを用いて下顎骨を撮影 し,下顎骨
前後の長 さと下顎骨上下の高 さとを計測 した°下
顎骨の計測項 目は下顎下縁平面および下顎下縁 と
下顎角が接する点を基準 として,下 顎骨前後の長
さは4項 目,下顎骨上下の高 さは5項 目を計測 し
た。さらに切歯歯根幅径の変化を検索するために,
MICRO　CTを撮影 し,画像データより第1臼 歯
相当部,第3臼 歯根相当部および切歯根尖部の歯
根幅径を計測 した。
これらの結果,ラ ット切歯歯根に到達するイン
プラン ト埋入によって切歯の萌出は抑制 され るが,
萌出が永続するラッ ト切歯の歯根は根尖方向に伸
長するとともに根尖部の歯根幅径が増加す る。ま
た,切 歯歯根が位置する下顎骨中央部では下顎骨
の長さの減少と高 さの増加が生 じ,対照側 とは異
なった成長発育を示 した。すなわち根未完成歯 に
インプラン トが接触 した場合,萌 出抑制や低位萌
出,あ るいは萌出すべき歯 を埋伏 させ る要因にな
るとともに,顎 発育に も影響 を及ぼし下顎骨の形
態異常の要因になる可能性が示唆 された。
